
短期特別課題 漢字かな交じり書を学ぶ

調
和
体
を
書
く
（
５
）

　
　
　
　
　
　
　締
切
り

　五
月
二
十
五
日
（
必
着
）

◆�

書
道
の
ジ
ャ
ン
ル
に
は
、
大
別
し
て
「
漢

字
」「
か
な
」
「
漢
字
か
な
交
じ
り
書
」
の

三
つ
が
あ
り
ま
す
。

◆�

現
代
日
本
の
文
章
表
現
は
全
て
漢
字
か
な

交
じ
り
書
で
す
が
、
こ
こ
で
は
芸
術
的
創

作
作
品
を
指
し
、「
調
和
体
」
「
近
代
詩
文
」

と
し
て
書
展
の
一
部
門
を
占
め
て
い
ま
す
。

◆�

読
め
る
書
と
し
て
人
気
を
高
め
て
い
ま
す

が
、
古
典
と
い
わ
れ
る
も
の
が
な
い
故
に

書
法
は
ま
だ
確
立
し
て
お
ら
ず
、
各
団
体

で
新
和
様
・
新
書
芸
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な

呼
称
で
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆�

今
回
の
お
手
本
は
、
前
会
長
奥
村
憲
照
先

生
が
（
財
）
日
本
書
道
教
育
学
会
に
関
係

し
て
い
た
頃
の
新し

ん
わ
よ
う

和
様
の
お
手
本
で
す
。

本
誌
初
登
場
で
す
。

◆�

読
め
て
か
つ
、
書
格
の
高
い
作
品
を
目
指

し
て
研
究
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

〔
読
み
〕

　掘
り
た
て
の
タ
ケ
ノ
コ
を
食
べ
る
と

　土
の
に
お
い
が
す
る

　
　
　吉 

川 

英 

治

〔
解
説
〕

①
可
読
性
を
大
切
に
。

②
変
体
仮
名
・
連
綿
は
な
る
べ
く
控
え
る
。

③
構
成
を
工
夫
し
て
み
よ
う
。

※�

「
○
○
書
」
は
ご
自
分
の
名
を
お
書
き
下

さ
い
。
印
の
な
い
方
は
、
配
置
・
サ
イ
ズ

を
考
え
、
赤
ペ
ン
で
書
き
入
れ
て
下
さ
い
。

奥

　村

　憲

　照

　先

　生

　書

▼�

硬
筆
部
＝
Ｂ
５
判
（
二
五
七
㎜
×
一
八
二
㎜
）
以

下
の
紙
に
書
い
て
下
さ
い
。
用
具
は
自
由
で
す
。

（
黒
色
に
限
る
）

▼�

毛
筆
部
＝
半
紙
に
書
い
て
下
さ
い
。（
筆
ペ
ン
可
）

▼�

出
品
制
限
の
対
象
と
は
し
ま
せ
ん
が
、
出
品
は
硬
・

毛
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
限
り
ま
す
。

□□ 作品の出し方

▼ 

事
務
処
理
上
、
支
部
略
称
・
氏
名
・
会
員
番
号
・

硬
筆
規
定
の
成
績
（
毛
筆
の
場
合
は
毛
筆
漢
字
の

成
績
）
を
、
作
品
余
白
に
お
書
き
下
さ
い
。

▼�

優
秀
作
品
は
、
写
真
版
と
し
て
成
績
表
の
後
ろ
に

掲
載
し
ま
す
が
、
成
績
表
で
の
順
位
発
表
は
し
ま

せ
ん
。



一 般 部 規 定 課 題　　　　　　　　　　　締切り　5 月25 日（必着）

新入から１級まで準初段から六段まで

〔解　説〕 〔解　説〕

岡
おか

　田
だ

　龍
りゅう

　芳
ほう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会段位用紙

大
おお

　谷
たに

　清
せい

　城
じょう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会級位用紙

−  1  −

★
鎖
の
…
（
書
体
＝
楷
書
）

　
　Ｇ
・
Ｋ
・
チ
ェ
ス
タ
ト
ン
（
一
八
七
四
〜
一
九
三
六
）

　
　英
国
の
作
家
・
詩
人

　「
こ
う
な
ら
な
く
て
よ
か
っ
た
」
と
思
え

た
時
に
初
め
て
、
人
は
物
事
が
現
に
こ
う
あ

る
こ
と
の
意
味
を
悟
り
ま
す
。「
理
想
」
に

か
ま
け
て
い
る
と
物
事
は
よ
く
見
え
ま
せ

ん
。
自
己
の
不
足
を
思
い
知
る
「
謙
遜
」
こ

そ
が
眼
を
開
く
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
時
に
人

は
弱
い
環
の
存
在
に
気
付
く
で
し
ょ
う
。

◆
６
月
課
題
予
告
（
行
書
）

　人
道
は

　一
日
怠
れ
ば

　た
ち
ま
ち
廃す

た

れ
る

★
自
分
…
（
書
体
＝
行
草
ま
た
は
草
書
）

　
　Ｊ

・
Ｓ
・
ミ
ル
（
一
八
〇
六
〜
一
八
七
三
）

　
　英

国
の
功
利
主
義
哲
学
者

　自
分
自
身
の
身
体
と
心
に
対
し
て
、
人
は

み
な
主
権
を
持
っ
て
い
る
と
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル

は
言
っ
て
い
ま
す
。

　人
間
は
誰
も
が
幸
福
を
求
め
て
い
ま
す
。

幸
福
に
な
る
た
め
に
は
自
分
自
身
の
身
体
と

心
を
自
ら
の
意
志
に
よ
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

出
来
る
よ
う
に
努
め
る
事
が
大
切
で
し
ょ
う
。

◆
6
月
課
題
予
告
（
楷
書
）

　我
が
身

　愚ぐ

鈍ど
ん

な
れ
ば
と
て

　卑
下
す
る
事
勿な

か

れ

　

　▼
教
範
・
書
範
＝
行
草
ま
た
は
草
書

　▼
師
範
＝
行
書

　 ▼

教
範
・
書
範
は
右
課
題
を
「
行
書
」
で
、
師
範
は
「
楷
書
」
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

◎ 

今
月
は
草
書
体
。「
実
画
と
虚
画
」
の
最
も
簡
略
化
し
た
文
字
で
す
。
動
き
の
あ
る
𣈱
達
な
線
を
習
う
為
に
、
書
く

前
の
準
備
と
し
て
強
弱
、
緩
急
、
太
細
の
線
を
色
々
引
い
て
練
習
す
る
の
も
一
方
法
。

〔
読
み
〕
自
分
自
身
の

　身
体
と
精
神
に
対
し
て

　誰
も
が
支
配
者
だ

同
字
変
化

（
對
）

わ

く
さ
り



一 般 部 か な 課 題　　　　　　　　　　　締切り　5月25日（必着）

新入から１級まで準初段から六段まで

田
た

　中
なか

　貴
き

　光
こう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会段位用紙

田
た

　中
なか

　貴
き

　光
こう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会級位用紙

−  2  −

〔
句
解
〕
大
原
の
里
を
夜
逍

し
ょ
う
よ
う
遙
し
て
い
る

と
、
朧お

ぼ
ろ
づ
き
よ

月
夜
の
ほ
の
明
か
り
の
中
を
、
白
い

蝶ち
ょ
うが

浮
か
れ
舞
っ
て
い
た
。

〔
鑑
賞
〕
作
者
は
、〈
大お

お
は
ら原

や
〉
と
強
く
打

ち
出
し
て
建け

ん
れ
い
も
ん
い
ん

礼
門
院
の
悲
話
や
平
家
物
語
の

世
界
を
想
起
し
て
い
る
。
そ
の
悲
話
の
綴つ

づ

ら

れ
た
風
土
に
発
見
さ
れ
た
〈
蝶
〉
は
、〈

朧
お
ぼ
ろ

月づ
き

〉
に
浮
か
れ
、
果
た
せ
な
か
っ
た
夢
を

追
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

〔
古
筆
参
考
〕

■
両
課
題
と
も
、
文
字
の
変
換
・
配
字
は
自
由
で
す
。

大
原
や
蝶
の農

出以

て
舞
ふ
朧

お
本
ろ

月川
き

大
原
や
蝶
の乃

出意

て天

舞
ふ不

朧
於
保
ろ

月

大お
ほ

原は
ら

や
蝶て

ふ

の
出い

て
舞ま

ふ
朧

お
ぼ
ろ

月づ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　（

内
な
い
と
う
じ
ょ
う
そ
う

藤
丈
草
）

（州）

〔
解
説
〕「
大
」
の
三
画
目
の
「

」
は
、

ペ
ン
を
軽
く
入
れ
て
途
中
で
筆
圧
を
か
け
、

最
後
に
筆
圧
を
軽
く
抜
い
て
、
次
の
字
の
方

へ
は
ら
う
。

◆
６
月
課
題
予
告

　時
ほ
と
と
ぎ
す鳥

鳴
く
や
湖こ

水す
い

の
さ
さ
濁に

ご

り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
内

な
い
と
う
じ
ょ
う
そ
う

藤
丈
草
）

農の意い天て於お本ほ



一
いち

 条
じょう

 摂
せっ

 政
しょう

 集
しゅう

一 般 部 か な 課 題　　　　　　　　　　　師範・教範・書範

締
切
り

　五
月
二
十
五
日
（
必
着
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　簗や

な

　瀬せ

　舟
し
ゅ
う

　香こ
う

　書

〔古筆参考〕

−  3  −

〔
歌
意
〕
夕
立
が
晴
れ
る
と
、
水
に
浮
か
ん

で
い
る
蓮
の
葉
が
、
そ
の
上
に
置
い
た
雨
滴

の
玉
を
ゆ
ら
ゆ
ら
揺
り
動
か
し
、
月
が
そ
の

玉
に
宿
っ
て
い
る
よ
。

〔
出
典
〕
山
家
集
（
新
潮
日
本
古
典
集
成
）

〔
解
説
〕

　つ
れ

ぐ
に尓

な那

が可

む
る類

や
ど登

の
に尓

は

た堂

づ
み三

す
ま万

ぬ
に尓

み
ゆ遊

る類

か可

げ希

も

あ
り利

け希

り

　
　い伊

と登

ほ本

ど
へ
て弖

、
し
の
ぶ
ぐ
さ佐

　
　の
か可

れ
た多

る
に尓

さ
し
て
、
お
と
ゞ

・ 

㋑
と
㋺
、
㋑
と
㋥
、
㋑
と
㋬
、
㋩
と
㋥
、

㋩
と
㋬
、
㋭
と
㋬
、
そ
れ
ぞ
れ
呼
応
。

・ 

㋺
と
㋭
の
間
、
㋥
と
㋭
の
間
そ
れ
ぞ
れ
余

白
を
大
切
に
。

・ 

●
密
の
部
分
、
行
の
中
、
そ
し
て
そ
の

動
き
大
切
。

・

↓
指
向
性
、
○ヽ
点
の
位
置
大
切
。

◆
６
月
課
題
予
告

　山
里
は
そ
と
も
の
ま
く
さ
葉
を
し
げ
み

　裏
吹
き
か
へ
す
秋
を
待
つ
か
な

 

夕
立多

遅

の
晴八

る
れ
ば盤

月
ぞ
宿や

登

り利

け介

る

玉
ゆ
り
据す

う
る流

蓮
の
浮
葉
に二



は が き 課 題

※
手
本
は
水
性
ボ
ー
ル
ペ
ン
使
用

奥
おく

　田
だ

　三
み

　雲
くも

　書

横 書 き 課 題 尾
お

　郷
ごう

　翠
すい

　光
こう

　書

実　　用　　文
のページ

締切り　5月25日（必着）

※手本はつけペン使用。　★三行目は、指定の地名と氏名を書いて下さい。

　
　
　作
品
の
出
し
方

■
　

 

新
入
か
ら
師
範
ま
で
、
ど
な
た
で
も
出
書
で
き
ま

す
。
成
績
は
評
価
に
よ
り
毎
月
変
わ
り
ま
す
。

■
　

 

用
紙
＝
は
が
き
課
題
は
は
が
き
用
紙
、
横
書
き
課

題
は
一
般
部
段
位
用
紙
を
横
に
使
用
。

■
　用
具
＝
は
が
き
、
横
書
き
課
題
と
も
に
自
由
。

　
　
　
　

 （
黒
色
に
限
る
）

■
　両
課
題
と
も
、
書
体
変
換
は
自
由
で
す
。

−  4  −

父
の
勧
め
で
新
聞
社
社
長
の
講
演
会
に

参
加
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
日
本
と

英
国
の
教
育
の
違
い
」。
興
味
深
い
お
話

ば
か
り
で
、
あ
っ
と
言
う
間
の
二
時
間

で
し
た
。
元
記
者
の
取
材
力
は
流
石
で

し
た
し
、
起
承
転
結
も
見
事
で
し
た
。



一
般

部
毛

筆
漢

字
課

題
締

切
り
　

5
月

2
5

日（
必

着
）

〔
読

み
〕

高
き

に
登

り
思

う
と

こ
ろ

有
り

〔
大

意
〕

高
い

山
に

登
る

と
広

い
眺

望
か

ら
色

々
と

考
え

さ
せ

ら
れ

る
。

奥
おく

  村
むら

  暢
のぶ

  之
ゆき

  臨

須
す

  田
だ

  一
いち

  葉
よう

  書 新入から１級まで（楷書）

準初段から師範まで

〔
出

典
〕

集
字

聖
教

序
（

６
７

２
）　

〔
筆

者
〕

王
羲

之
法

書
よ

り
集

字

〔
読

み
〕

桂
の

質
の

本 も
と

よ
り

貞 た
だし

き
に

は
（

非 あ
らず

。）
良 ま
こ

とに

−  5  −

　　
而

　　　
桂

　　　

 

　　
質

　　　　　
本

　　　　　
貞

　　　

 

　
良



一
般

部
毛

筆
か

な
課

題
締

切
り
　

5
月

2
5

日（
必

着
）

〔
出

典
〕

菅 す
が

ら
ば

裸
馬

〔
句

意
〕

  い
つ

も
散

歩
の

折
、

決
ま

っ
て

た
ど

る
道

は
い

ま
野

ば
ら

の
花

が
美

し
い

。

好
ん

で
こ

の
道

を
通

り
、

他
の

道
を

知
ろ

う
と

も
し

な
い

。

ほかの道
みち

を知
し

らず
春

この道
みち

花
はな

茨
い者羅

浅
あさ

  井
い

  機
き

  山
ざん

  先  生  書

　　

新入から１級まで

準初段から師範まで

〔
出

典
〕

前 ま
え

だ
ゆ

う
ぐ

れ

田
夕

暮

〔
歌

意
〕

  樹
に

さ
わ

や
か

に
風

は
鳴

り
、

樹
に

近
々

と
太

陽
は

輝
い

て
い

る
。

そ
れ

を
見

る
と

、
私

は
青

々
と

茂
っ

た
樹

に
な

り
た

い
な

あ
と

思
う

。

樹
支

に
尓

風
可せ

鳴
奈

り樹
き

に
尓

太
ひ

陽は
盤

近
ち可

くかがゝやけ
介

り
里

　　　　
われ青

あを

き
支

樹ゝにならば
八

やとおもふ

■両課題とも文字の変換、ちらし方は自由です。

−  6  −



一 般 部 毛 筆 細 字 課 題

樋
とい

　田
だ

　玲
れい

　華
か

　書

一般部毛筆条幅課題

締
切
り

　五
月
二
十
五
日
（
必
着
）

　
　半

　切
（
一
三
六
cm
×
三
五
cm
）

荻お
ぎ

　田た

　蒼そ
う

　仙せ
ん

　書

半紙（３３４mm ×２４０mm）

−  7  −

〔 

条
幅
解
説
〕
筆
を
軽
く
握
っ
て
余
計
な
力
を
抜
き
、
穂

先
に
集
中
し
て
書
い
て
下
さ
い
。
墨
は
少
し
滲
む
か
な

と
思
う
く
ら
い
の
含
墨
で
。

※  

お
詫
び
と
訂
正

　四
月
号
条
幅
課
題
で
「
す
で
に
」
の

活
字
が
「
己
」
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
正
し
く
は

「
已
」
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
　お・

元
気
で
す
か

　頂・

い
た
子
猫
は
チ
ロ

　
　と

名・

付
け
ま
し
た

　活・

発
で
ミ
ル
ク
を

　
　よ

く
飲・

み
ま
す

　随
分
大・

き
く
な
っ
た

　
　姿・

を
見
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（

ご
自
分
の
氏
名
） 

 

　・
印
で
墨
つ
ぎ
し
ま
し
た
。

〔
条
幅
・
細
字
作
品
の
出
し
方
〕

■ 

新
入
か
ら
師
範
ま
で
、
ど
な
た
で
も
出
書
で
き
ま
す
。

■   

成
績
（
天
位
〜
５
等
）
は
、
評
価
に
よ
り
毎
月
か
わ
り

　

 

ま
す
。

■ 

書
体
変
換
、
変
体
仮
名
の
交
換
は
自
由
で
す
。

〔
大
意
〕
谷
川
半
分
を
流

れ
る
浅
み
ど
り
の
水
は
雪

ま
だ
残
る
春
前
の
雨
、
地

上
一
面
の
落
花
は
春
過
ぎ

た
午
後
の
風
に
落
ち
る
。

初
出
品
の
方
へ

　

 

支
部
名
・
会
員
番
号
・

姓
名
・
毛
筆
漢
字
成
績

を
、
作
品
左
下
に
必
ず

お
書
き
下
さ
い
。

半
は

ん

け

い

の

せ

ん

ぺ

き

し

ゅ

ん

ぜ

ん

の

あ

め

溪
淺
碧

春

前

雨

滿ま

ん

ち

の

ざ

ん

こ

う

ご

ご

の

か

ぜ

地

殘
紅

午

後

風

（
氣
）

（
發
）

曹そ
う

　伯は
く
け
い啓



教
きょういくぶ

育部硬
こう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　5 月25日（必着）

よ

　
　う

　
　年

小

　一

　年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　準
初
段
以
上

◆
ひ
ら
が
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
な
ぞ
っ
て
か
い
て
み
よ
う
）

★
新
入
は
、
年
少
・
年
中
・
年
長
の
別
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

★
幼
年
は
、
全
員
８
マ
ス
用
紙
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

（
注
）
え
ん
ぴ
つ
書
き
で
は
、
消
し
ゴ
ム
を
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　新
入
〜
１
級

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　幼
年
〜
小
三
年
ま
で

　三み

　宅や
け

　容よ
う

　玉
ぎ
ょ
く

　書

〈
よ
う
ぐ
〉
自
由
（
黒
色
に
か
ぎ
る
）

−  8  −−  9  −

１

１

１

１

１

１

１

１

オ
ウ

２

３

４

２

２

２

２３

２

３

３

３

ジ



教
きょういくぶ

育部硬
こう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　5 月25日（必着）

小

　三

　年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　準
初
段
以
上

（
注
）
え
ん
ぴ
つ
書
き
で
は
、
消
し
ゴ
ム
を
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　新
入
〜
１
級

〈
よ
う
ぐ
〉
自
由
（
黒
色
に
か
ぎ
る
）

小

　二

　年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　準
初
段
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　新
入
〜
１
級

−  8  −−  9  −

お
お

ち
い

ざ
と

や
ま

ぞ
ら

く
も

す



教育部硬筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　5 月25 日（必着）

小

　五

　年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
）

　
　
　
　小

五
以
上
は
、
全
員
15
マ
ス
用
紙
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

　

解

　説
（
よ
く
見
て
習
い
ま
し
ょ
う
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　小

四
年
以
上

　岡お
か

　嶋じ
ま

　桂け
い

　川せ
ん

　書

〈
用
具
〉
自
由
（
黒
色
に
限
る
）

小

　四

　年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
）

−  10  −−  11  −

新
四
年
生
は
、
左
記
に
よ
り
、
全
員
こ
の
手
本
ど
お
り
８
マ
ス
用
紙
で
出

書
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　記

＊ 

用
具
は
自
由
で
す
が
デ
ス
ク
ペ
ン
、
つ
け
ペ
ン
で
書
く
人
は
、
硬か

た

く
な

ら
ず
、
の
び
や
か
に
書
く
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
が
第
一
目
的
で
す
。

＊
六
月
締
切
り
分
ま
で
は
、
こ
の
方
法
を
続
け
ま
す
。

＊
ペ
ン
書
き
の
人
は
早
く
慣
れ
る
よ
う
、
た
く
さ
ん
練
習
し
ま
し
ょ
う
。

＊ 

七
月
締
切
り
分
か
ら
は
、
準
初
段
以
上
は
従
来
ど
お
り
15
マ
ス
用
紙
を

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ふ
か（
い
）

た
か（
い
）

ア
ツ

ケ
ン

カ
ン

ジお
ぼ

か

カ
イ

テ
イ

ス
イ



教育部硬筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　5 月25 日（必着）

中

　一

　年

　
　
　（
楷
書
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

解

　説
（
よ
く
見
て
習
い
ま
し
ょ
う
）

〈
用
具
〉
自
由
（
黒
色
に
限
る
）

小

　六

　年  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
）

中  

二  

・ 

三  

年

　
　（
楷
書
）

　
　

−  10  −−  11  −

キ
ュ
ウ

ギ

タ
イ

カ
イ

レ
ン

シ
ュ
ウ

セ
イ

カ

◎
お
手
本
は
つ
け
ペ
ン
使
用



−  13  −

▼小三年以下の課題　　大
おお

須
す

賀
か

　桑
そう

　龍
りゅう

　書

◎
お
手
本
は
つ
け
ペ
ン
使
用

▼小四年以上の課題　　福
ふく

　岡
おか

　舟
しゅう

　泉
せん

　書

習っていない漢字は
　　　　ひらがなで書いてもよろしい。

しめきり　5月25日（必着）

　
　
　
　◇

作
品
の
出
し
方

一
、
選
定
用
紙
（
五
行
・
四
行
）
に
書
い
て
下
さ
い
。

一
、  

作
品
に
は
、
支
部
名
（
校
名
）
学
年
、
氏
名
を
書
き
入
れ
て

下
さ
い
。

一
、
筆
記
用
具
は
自
由
で
す
。（
黒
色
に
限
る
）

一
、    

四
行
用
紙
を
使
用
し
て
も
よ
ろ
し
い
。
そ
の
場
合
は
、
文
章

を
適
当
に
短
く
し
て
下
さ
い
。

一
、
成
績
は
評
価
に
よ
り
毎
月
変
わ
り
ま
す
。

一
、  

支
部
会
員
は
、
出
品
ラ
ベ
ル
を
必
ず
貼
っ
て
下
さ
い
。
貼
っ

て
い
な
い
方
は
新
入
と
み
な
し
ま
す
。

−  12  −

◎
お
手
本
は
え
ん
ぴ
つ
使
用

あ
お

し
ゅ
う

か
ぜ

ら
い

も
く

が
っ

が
く

お
お

こ
う

こ
う

お
よ

ふ

よ
う

び

き
ん

ぺ
ん

が
っ

き

こ
う

じ
ょ
う

せ
い

さ
ん

け
ん

い て
い

ぞ
ら

い
ろ



教
きょういくぶ

育部毛
もう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　5 月 25 日（必着）

−  13  −

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　幼
年
〜
小
二
年

　
　玉た

ま

　樹き

　小
し
ょ
う

　華か

　書

−  12  −



教育部毛筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　5 月 25 日（必着）

−  14  −

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　小

三
〜
小
五
年

　
　水み

ず

　野の

　香こ
う

　竹ち
く

　書

−  15  −



−  14  −

教育部毛筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　5 月 25 日（必着）

−  15  −

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　小

六
〜
中
二
・
三
年

　
　奥お

く

　村む
ら

　暢の
ぶ

　之ゆ
き

　書


